
望町5丁目

瑞穂町4丁目

瑞穂町3丁目

瑞穂町2丁目

望町4丁目

清瀬町2丁目
清瀬町3丁目

大字末武中

横断歩道橋補修

施工箇所

末武横断歩道橋補修工事工事名

図面名

作成年月日

備 考

事業者名

当 初 設 計

図面番号

下 松 市

1

位 置 図

令和 7 年 5 月

   / 23



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

正 面 図 S=1:100 側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

1 - 1 2 - 2

3 - 3 4 - 4

5 - 5 6 - 6

末武横断歩道橋　現況一般図

図示

断 面 図 S=1:30

上部工( 7 - 7 ) P2・P3橋脚 P1・P4橋脚

デッキプレート詳細図 S=1:10

末武横断歩道橋　現況一般図

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺    / 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。
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工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　補修一般図

図示

正 面 図 S=1:100 側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

1 - 1 2 - 2

3 - 3 4 - 4

5 - 5 6 - 6

上部工( 7 - 7 )

デッキプレート詳細図 S=1:10

末武横断歩道橋　補修一般図

末武横断歩道橋補修工事

縮 尺

備 考 当 初 設 計

下 松 市

   / 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

1 1

2 2

5

5

6

6

A1 P3 P2 P1 P3 P4

A1 A2

P1

P2

P3

P4

7

7

33

44

中間横桁(N=9)

2-[ 250x50x5x1528

主桁(N=2)

H 595x210x12x17320

PL 595x5.5x17320

アスファルト舗装

t=25mm
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4

補修項目一覧表

番号 補修項目 仕様 備考

橋面工,下部工

シーリング材

1

ひびわれ充填工

6

断面修復工

下部工排水管設置工 VP管

3

2

8

9

左官工法(ポリマーセメントモルタル)

橋面工

合成樹脂板部材取替工

アスファルト舗装

目地充填工 階段工

橋面防水工 塗膜系

10

11

橋面工,下部工

下部工

-部材撤去工

橋面工

上部工

ポリブタジエン系

視覚障害者誘導用ブロック特殊ブロック設置工

循環式ブラスト工法,Rc-Ⅰ塗装系塗装塗替工 橋面工,上部工,下部工,階段工

5

当て板工 UVPPS工法同等品以上

橋面工,階段工7

下部工

舗装工

(上部工)塗装塗替工、部材撤去工 (階段工)塗装塗替工、目地充填工、部材取替工 (階段工)塗装塗替工、目地充填工、部材取替工

(橋面工)ひびわれ充填工、断面修復工、塗装塗替工、 (上部工)塗装塗替工、部材撤去工

(
階

段
工

)
塗

装
塗

替
工

、
目

地
充

填
工

、
部

材
取

替
工

(
階

段
工

)
塗

装
塗

替
工

、
目

地
充

填
工

、
部

材
取

替
工

当て板工
塗装塗替工
排水管設置工

当て板工
塗装塗替工

ひびわれ充填工
断面修復工
特殊ブロック設置工

当て板工
塗装塗替工
排水管設置工

当て板工
塗装塗替工

(橋面工)ひびわれ充填工、断面修復工、塗装塗替工、

(上部工)塗装塗替工、部材撤去工

(P2橋脚)
(P1橋脚)

(A1橋台)
(A2橋台)

(P3橋脚)
(P4橋脚)

橋面防水工、舗装工、部材取替工

(橋面工)ひびわれ充填工、断面修復工、塗装塗替工、橋面防水工、舗装工、部材取替工

橋面防水工、舗装工、部材取替工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

S=1:30

＜ひびわれ充填工、断面修復工＞

S=1:30

橋面平面図

末武横断歩道橋補修工事

備 考

縮 尺

当 初 設 計

下 松 市

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その１）

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その１）

   / 23
注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

P2 P3

J1

J2

J3

J4

D1

D2

D3

令 和  7 年  5 月

4

図面表示補修の種類

凡    例

断面修復工

ひびわれ充填工

測点 寸法

断面修復工 数量表

D1 0.40 × 0.10

面積(m2)

0.04

合計  0.24  m2

J1 1.20 -

合計 6.20 m

測点
寸法(m)

L(m) W(mm)

ひびわれ充填工 数量表

D2 0.30 × 0.20 0.06

J2 1.40 -

J3 1.40 -

J4 2.20 -

D3 0.70 × 0.20 0.14



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その３）

図示

橋面平面図 S=1:30

断 面 図 S=1:10

導水管設置イメージ図舗装工詳細図 S=1:5

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計備 考

縮 尺

下 松 市

＜橋面防水工、舗装工＞

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その２）

   / 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.舗装を撤去する際は、床版に損傷を与えないように、注意して施工すること。

3.導水管の重ね継手長は5cm以上とする。

アスファルト舗装
アスファルト舗装:再生細粒度As(13)

橋面防水工(塗膜系) 導水テープ(t=3mm)

成形目地材

P2 P3

再生細粒度As(13)t=25mm
橋面防水工(塗膜系) (t=25mm)

2.00% 2.00%

令 和  7 年  5 月

5

160 17000 160

17320

2
1
0

1
4
9
0
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0

160 1490 14020 1490 160

導水テープ　L=16900
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5

210 1490 210

1
0
0

1910

2
5

2
5

50

図面表示補修の種類

凡    例

橋面防水工,舗装工

施工面積A=25.6m2



２

２

３

３

１

１

工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

図示

＜塗装塗替工＞

平面図（橋面） S=1:40

側面図（主桁G1内側） S=1:40

側面図（主桁G2内側） S=1:40

横断部高欄詳細図 S=1:20

主桁G1側 端部付近
支柱部（縦桟部）

主桁G1,G2側 共通部
支柱部（縦桟部）

2 - 2

3 - 3

断面図 S=1:20

1 - 1

目皿詳細図 S=1:5

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計備 考

縮 尺

下 松 市

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その３）

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その３）

   / 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

  確認ののち施工箇所を決定すること。

※　（　）内は、縦桟部を示す。

P3P2

P3P2

P3P2

G1 G2

G1 G2G1 G2

A= 0.02 m2(CAD測定)
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図面表示補修の種類

凡    例

塗装塗替工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

図示

＜部材取替工＞

断面図 S=1:30

1 - 1

2 - 2

3 - 3

4 - 4

形状図 S=1:30

A部
(N=2箇所/橋当り)

B部
(N=2箇所/橋当り)

D部
(N=2箇所/橋当り)

E部
(N=2箇所/橋当り)

C部
(N=2箇所/橋当り)

F部
(N=2箇所/橋当り)

H部
(N=12箇所/橋当り)

G部
(N=2箇所/橋当り)

Uボルト参考図 S=1:2

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺    / 23

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その４）

末武横断歩道橋　橋面工補修図（その４）

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

A部
Uボルト12組

B部
Uボルト6組

D部
Uボルト18組

E部
Uボルト9組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

E部
Uボルト9組

D部
Uボルト18組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

H部
Uボルト14組

G部
Uボルト6組

G部
Uボルト6組

F部
Uボルト18組

C部
Uボルト12組

F部
Uボルト18組

A部
Uボルト12組

B部
Uボルト6組

C部
Uボルト12組

断面位置図
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図面表示補修の種類

凡    例

部材取替工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　上部工補修図（その１）

図示

主桁G1側面図（内側） S=1:40

主桁G1側面図（外側） S=1:40

主桁G2側面図（内側） S=1:40

平面図（桁下面） S=1:40

末武横断歩道橋　上部工補修図（その１）

＜塗装塗替工（その１）、部材撤去工＞

S=1:10

横断部断面図 S=1:20

中間部 支点部

正面図断面図

支点横桁詳細図

正面図断面図

中間横桁詳細図

S=1:20

S=1:20

正面図断面図

桁端部横桁詳細図 S=1:20

床版詳細図

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23
注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

主桁G2側面図（外側） S=1:40

※デッキプレート1m2当り面積(1.53m2想定)

P2 P3

P2 P3

P2 P3

P2 P3

P2 P3
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図面表示補修の種類

凡    例

塗装塗替工

部材撤去工
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３

３

４

４
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工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　上部工補修図（その２）

図示

末武横断歩道橋　上部工補修図（その２）

＜塗装塗替工（その２）＞

横　構 S=1:20

平面図（P2,P3）

断面図

1 - 1

3 - 3

4 - 4

5 - 52 - 2

断面図 S=1:20

平面図（下面）平面図（上面）

正面図 側面図

照明柱・架台詳細図 S=1:10

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺  / 23
注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

G1 G2

G1 G2

G1 G2

G1 G2G1 G2
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令和  7 年  5 月
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PL 595x5.5x1910

H 300x250x12x18
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[ 80x150

PL 80x3.8xL

H 595x210x12x18
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H 595x160x12x18

A=0.654m2(CAD計測)

M22

PL 570x6x280

M20M20

PL 570x6x280

PL 150x8x85 PL 150x8x85

φ110

φ80

図面表示補修の種類

凡    例

塗装塗替工



当て板工詳細図

末武横断歩道橋　下部工補修図（その１）

＜当て板工＞

S=1:10 S=1:10

S=1:10

S=1:5

工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　下部工補修図（その１）

図示

P1橋脚,P4橋脚

側面図

平面図

P2橋脚,P3橋脚

側面図

平面図

当て板工形状図

P1橋脚,P4橋脚
(N=2枚/橋当り)

P2橋脚,P3橋脚
(N=2枚/橋当り)

配線カバー
(P4橋脚上)

配管カバー当て板工形状図 S=1:5

末武横断歩道橋補修工事

備 考

縮 尺

当 初 設 計

下 松 市

/ 23

鋼　板

施工手順

(1)ケレン（2種以上）

(2)ベースプライマー塗布

(3)貼付けプライマー（2液性）塗布後、シート貼付　

(4)紫外線照射（太陽光含む）

(5)塗装

　※脱泡・端部処理：同時施工

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

接着・脱泡・端部処理

表層：細粒度As(13)t=30mm
路盤工：RC-30 t=100mm

表層：細粒度As(13)t=30mm
路盤工：RC-30 t=100mm

表層：細粒度As(13)t=30mm
路盤工：RC-30 t=100mm

表層：細粒度As(13)t=30mm
路盤工：RC-30 t=100mm

貼付けプライマー(ｴﾎﾟｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ樹脂) 紫外線硬化型FRPｼｰﾄ（ｴﾎﾟｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ樹脂）

塗装工ベースプライマー

鋼材減肉欠損部

舗装撤去・復旧

当て板工

当て板工

当て板工

当て板工

舗装撤去・復旧

舗装撤去・復旧 舗装撤去・復旧

配管カバー

主桁下フランジ

舗装復旧 舗装復旧

舗装復旧舗装復旧

1
0
0

3
0

1
3
0

1
0
0

3
0

1
3
0

2.00% 2.00%2.00% 2.00%

令和  7 年  5 月
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0
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想

定
)

3
0

144
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貼り代

1
0
0

図面表示補修の種類

凡    例

当て板工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　下部工補修図（その２）

図示

末武横断歩道橋　下部工補修図（その２）

＜塗装塗替工（その１）＞

平面図 S=1:20

(上面)

平面図 S=1:20

(下面)

正面図

P2(P3)橋脚 S=1:20

正面図

P1(P4)橋脚 S=1:20

平面図 S=1:20

(上面)

平面図 S=1:20

(下面)

A1,A2橋台 S=1:20

側面図

平面図側面図正面図

平面図

支承(P2,P3) S=1:10

側面図正面図

平面図

支承(P1,P4) S=1:10

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23
注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

令和 7 年  5 月

11

4
2
6
8
(
4
2
8
0
)

2
5
0

4
5
6
8
(
4
5
8
0
)

1
7

5
0

3
0
0

50 255

305

35
7

φ610

110 1000 110

1220

L=3.062m(CAD計測)
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A=0.122m2(CAD計測)
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220 200
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PL 300x12x305

A=0.446m2(CAD計測)

PL 630x17x1220

A=0.257m2(CAD計測)

A=0.288m2(CAD計測)

PL 426x12x1186

A=0.236m2(CAD計測)

PL 250x13x390

M22

M22

PL 200x22x650支承(平面)

M22

M22

図面表示補修の種類

凡    例

塗装塗替工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　下部工補修図（その３）

図示

P2橋脚 S=1:20

正面図

P3橋脚 S=1:20

正面図 排水樋 S=1:10

平面図

正面図 側面図

配管支持金具 S=1:5

平面図

側面図

末武横断歩道橋　下部工補修図（その３）

＜塗装塗替工（その２）＞

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23
注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

G1 G2 G1G2

80A,L=0.35m 80A,L=0.35m
排水管 排水管

12

令 和  7 年  5 月

(n=2) (n=2)

(n=2) (n=2)

501105041

85

5
0

橋脚

橋脚

41 50 110 50

6

L=0.628m(CAD計測)
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280 1200
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6
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85 84

297 1203

6
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3
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6

1
0
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2
4

1
0
0

1
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9
4

配管支持金具 配管支持金具

排水樋 排水樋

取付金具（周長）

PL 50x6x81 PL 50x6x267

PL 130x6x1660

図面表示補修の種類

凡    例

塗装塗替工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　下部工補修図（その４）

S=1:15

P2橋脚

正面図 A - A

P3橋脚

正面図B - B

末武横断歩道橋　下部工補修図（その４）

＜排水管撤去工＞

S=1:15

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

G1 G2 G1G2

13

令和  7 年  5 月

P3橋脚　排水管撤去数量

A

A

2.00%

8
8
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140 232 88
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0
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T2
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3

4

T1

T1

7

c

bb

a d

e

f f

g

6

2 2

LEVEL LEVEL

LEVEL LEVEL

撤去流水延長

L=a+bx2+c+d+e+fx2+g

 =0.510+0.460x2+1.400+0.482+1.870+0.445x2+2.083

 =8.155 m

撤去直管

1 1-VP 75Ax465

2 2-VP 75Ax315

3 1-VP 75Ax1305

4 1-VP 75Ax435

5 1-VP 75Ax1725

6 2-VP 75Ax350

7 1-VP 75Ax2050

撤去加工管

6-

1-

T1

T2

再利用樋　2組

再利用支持金具　2組

P2橋脚　排水管撤去数量

T1

T1

T1

B

B

2.00%

8
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88232140
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14023288
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445

2
0
0
8

8
8

2
0
9
6

6 T1
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8826988
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3

4

T1

T1

7

c

b b

ad

e

ff

g

6

22

LEVELLEVEL

LEVELLEVEL

T1

T1

T1

撤去流水延長

L=a+bx2+c+d+e+fx2+g

 =0.510+0.460x2+1.400+0.482+1.870+0.445x2+2.096

 =8.168 m

撤去直管

1 1-VP 75Ax465

2 2-VP 75Ax315

3 1-VP 75Ax1305

4 1-VP 75Ax435

5 1-VP 75Ax1725

6 2-VP 75Ax350

7 1-VP 75Ax2050

撤去加工管

6-

1-

T1

T2

再利用樋　2組

再利用支持金具　2組



2.04%2.04% 2.04%2.04%

2.04%2.04%2.04%2.04%

2.04% 2.04%

432 432

工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　下部工補修図（その５）

S=1:15

＜排水管改良工＞

末武横断歩道橋　下部工補修図（その５）S=1:15

P2橋脚

正面図 A-A断面

B-B断面

C-C断面

P3橋脚

正面図 D-D断面

E-E断面

F-F断面

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の

  確認ののち施工箇所を決定すること。

G1 G2 G1G2

周
南
市
方
面

光
市
方
面

周
南
市
方
面

光
市
方
面

周
南
市
方
面

光
市
方
面

周
南
市
方
面

光
市
方
面

令 和  7 年  5 月

14

A

A

流水延長

L=a+b+c+d+e+f+g+h+i

直管

1 1-VP:TSスリーブ管 75Ax410

2 1-VP 75Ax260

再利用樋　2組

再利用支持金具　2組

P2橋脚　排水管数量

上部工排水樋

上部工排水樋

P2橋脚柱

P2橋脚柱

B B

C C
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6
6
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0
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（再利用）

（再利用）
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0
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100100 232

100 100
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1
8
6
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3
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1
0
0
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5
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D
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445

1
9
7
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1
0
0

2
0
7
8
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1400

4
8
2

3
0

上部工排水樋

上部工排水樋

P3橋脚柱

（再利用）

（再利用）

P3橋脚柱

E E

1
4
0
0

1200 100 1200100

1
4
0
0

4
4
5

4
4
5

1

2

3

継手

1 6-90゜大曲エルボ　75A用

45

6

7 8

1

2

1

1

1
1

1

2 1-90゜大曲両Y　75A用

3 1-VP:TSスリーブ管 75Ax382

1
0
0

3
8
2

4 1-VP 75Ax1200

5 1-VP 75Ax232

6 1-VP 75Ax1661

7 1-VP 75Ax236

8 1-VP 75Ax245

9 1-VP 75Ax1965

245 100

1

25 11

c

a

e

1
0
0

3
8
2

245100

b

d

h

i

f

g

7

1
1

6

3

4

8
1

9

流水延長

L=a+b+c+d+e+f+g+h+i

 =0.510+0.460+0.482+1.400+0.431+1.861+0.436+0.445+2.078

 =8.103 m

直管

1 1-VP:TSスリーブ管 75Ax410

2 1-VP 75Ax260

再利用樋　2組

再利用支持金具　2組

P3橋脚　排水管数量

継手

1 6-90゜大曲エルボ　75A用

2 1-90゜大曲両Y　75A用

3 1-VP:TSスリーブ管 75Ax382

4 1-VP 75Ax1200

5 1-VP 75Ax232

6 1-VP 75Ax1661

7 1-VP 75Ax236

8 1-VP 75Ax245

9 1-VP 75Ax1978

支持金具

支持金具

88°
49′

48″

91
°
10
′
12
″

88
°
49
′
48
″

91°
10′

12″

支持金具

支持金具

91
°
10
′
12
″

91
°
10
′
12
″

 =0.510+0.460+0.482+1.400+0.432+1.861+0.436+0.445+2.065

 =8.091 m



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　下部工補修図（その６）

S=1:10

A1橋台

平面図

A2橋台

平面図

末武横断歩道橋　下部工補修図（その６）

＜ひびわれ充填工、断面修復工、特殊ブロック設置工＞

S=1:10

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23
注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

光
市

方
面

周
南

市
方

面

周
南

市
方

面
光

市
方

面

J1 J2

D1

D2

令和  7 年  5 月

15

3
0
0

300

3
0
0

撤去および設置撤去および設置

特殊ブロック設置工特殊ブロック設置工

300

100

撤去：A=0.200×0.300=0.060m2

設置：A=0.300× 0.300=0.090m2

J1 0.15 0.50

測点 寸法

断面修復工 数量表

D1 0.40 × 0.10

面積(m2)

0.04

合計  0.22  m2

図面表示補修の種類

凡    例

断面修復工

ひびわれ充填工

J1 0.30 5.00

合計 0.45 m

測点
寸法(m)

L(m) W(mm)

ひびわれ充填工 数量表

D2 0.90 × 0.20 0.18



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　階段工補修図（その１）

S=1:50

側面図
1-1:A1-P2 (2-2:P3-A2)

側面図
2-2:A1-P2 (1-1:P3-A2)

正面図
A1-P2 (P3-A2)

平面図（上面） 平面図（下面）

末武横断歩道橋　階段工補修図（その１）

＜塗装塗替工（その１）＞

S=1:50

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23
注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

A1P1P2

( A2 )( P4 )( P3 )

A1P1P2

( A2 )( P4 )( P3 )

A1P1P2

( A2 )( P4 )( P3 )

※　P3～A2では、照明柱・架台は

　　外側（反対側）に設置されている。

A1P1P2

( A2 )( P4 )( P3 )

※　P3～A2では、照明柱・架台は

　　外側（反対側）に設置されている。
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A=3.698m2(CAD計測)
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2091

5120900
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5
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5
0

5
0

4
5
0

291

5590

900

1200

4
2
6

900

5700

1
0
5
0

5
0

5
0

291

5447

1-□100x50xtx11715

主桁(側面)

1-□100x50xtx11715

2-□75x75xtx1050

5-□25x25xtx1050

11-□75x75xtx1044

52-□25x25xtx1044

主桁(側面)

照明柱・架台 照明柱・架台
2-PL 200x22x650

1-φ45 L=10529

2-□75x75xtx1500

5-□25x25xtx1500

1-□100x50xtx8686

15-□25x25xtx1044

3-□75x75xtx1044

37-□25x25xtx1488

8-□75x75xtx1488

1-φ45 L=10529

ﾌｯｸ部 M24 N=1 ﾌｯｸ部 M24 N=1

橋脚上 M22 N=4橋脚上 M22 N=4

図面表示補修の種類

凡    例

塗装塗替工

１

１



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　階段工補修図（その２）

図示

末武横断歩道橋　階段工補修図（その２）

＜塗装塗替工（その２）＞

平面図（下面）平面図（上面）

正面図 側面図

照明柱・架台詳細図 S=1:10階段部断面図 S=1:20

1 - 1

P1,P4橋脚部断面図 S=1:20

階段部高欄詳細図 S=1:20

踊場部断面図 S=1:20

踊場部高欄詳細図 S=1:20

歩道側
支柱部（縦桟部）

車道側
支柱部（縦桟部）

歩道側
支柱部（縦桟部）

車道側
支柱部（縦桟部）

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23

※　（　）内は、縦桟部を示す。※　（　）内は、縦桟部を示す。

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

2.補修断面は補修標準図を参照すること。

令和  7 年  5 月
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φ110
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［ 300x90x12x16

H 144x200x12x12

［ 300x90x12x16

□100x50xtxL

□75x75xtx1050

□75x75xtx450

□100x50xtxL
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図面表示補修の種類

凡    例

塗装塗替工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　階段工補修図（その３）

図示

平面図 S=1:30

目地充填工断面図 S=1:10

目地充填工 S=1:5

(ポリブタジエン系シール材)

末武横断歩道橋　階段工補修図（その３）

＜目地充填工＞

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計備 考

縮 尺

下 松 市

/ 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

P2 P3

(ポリブタジエン系)

発泡ポリエチレン系

目地充填工 目地充填工

目地充填工

プライマー塗布

バックアップ材
鋼材

令 和  7 年  5 月

18

160 17000 160

17320

2
1
0

1
4
9
0

2
1
0

1
9
1
0

1490 14909090 90 90

1670 13840 167070 70

90 1490 90

1670

4
9
5

9
5

5
9
0

10

1
0

図面表示補修の種類

凡    例

目地充填工



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　階段工補修図（その４）

図示

末武横断歩道橋　階段工補修図（その４）

＜部材取替工＞
高欄外側 S=1:30

高欄内側 S=1:30

A部
(N=2箇所/橋当り)

B部
(N=14箇所/橋当り)

C部
(N=2箇所/橋当り)

D部
(N=2箇所/橋当り)

E部
(N=14箇所/橋当り)

F部
(N=2箇所/橋当り)

G部
(N=2箇所/橋当り)

H部
(N=26箇所/橋当り)

I部
(N=2箇所/橋当り)

形状図 S=1:30

Uボルト参考図 S=1:2

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺 / 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

A部
Uボルト4組

D部
Uボルト6組

B部
Uボルト6組

B部
Uボルト6組

B部
Uボルト6組

B部
Uボルト6組

B部
Uボルト6組

C部
Uボルト6組

B部
Uボルト6組

E部
Uボルト9組

E部
Uボルト9組

E部
Uボルト9組

E部
Uボルト9組

E部
Uボルト9組

E部
Uボルト9組

F部
Uボルト9組

E部
Uボルト9組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

G部
Uボルト4組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

I部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

H部
Uボルト6組

B部
Uボルト6組

縦桟(□25x25)

合成樹脂板

令 和  7 年  5 月
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工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　補修標準図

末武横断歩道橋　補修標準図

塗装塗替工 ひびわれ補修工

ひびわれ充填工法

防錆処理が必要な場合 補修材の要求性能

（この要求性能を参考として、同等品と認められる材料を選定するものとする）

断面修復工法(ポリマーセメントモルタル)

（Rc-Ⅰ塗装系)

末武横断歩道橋補修工事

当 初 設 計備 考

下 松 市

/ 23

　ただし、数量計算上は簡易的に、橋面：T=50mm、下部工:T=100mmとする。

※上図 t はかぶり厚（調査結果）、xは鉄筋前面までの距離とする。

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

※　注

2. 原則スプレーによる塗装とする。

1. 素地調整はブラスト法により、除錆度はISO Sa 2 1/2 とする。

3. 塗装仕様は（公社）日本道路協会 鋼道路橋防食便覧に準拠する。

ひび割れ面Ｕカット

清　　掃

プライマー塗布

充填材充填

養　　生

※1．充填対象となるひびわれ幅は、1.0mm以上の

　　 ものとする。ただし鉄筋腐食を伴うものは

※2．ひびわれ充填材はシーラント系とし、伸び率

　　 断面修復工法とする。

 　　800%以上の材料を使用すること。

 　　（参考：建設省総合技術開発プロジェクト）

力学的性能

1.5N/mm2　以上

（21N/mm2）

躯体コンクリートと同等な強度特性を有すること

付着強度

圧縮強度

設計および施工条件要求性能

はつり、鉄筋の露出

断面修復

プライマー塗布

鉄筋防錆処理

鉄筋の錆落し・清掃

コンクリート損傷部の ポリマーセメントモルタルの要求性能

（設計基準強度以上）

養　　生

※1．劣化、不良コンクリートのはつりは、健全部に損傷

 ※4．断面修復材はポリマーセメントモルタルとする。

 ※3．断面修復後のマクロセル腐食を極力防止するため、

　　　カッターにより切断目地を入れ、入念に施工する。

　　 すること。

　　　を与えないよう周囲に深さ10mm程度コンクリート

※2．断面修復部のかぶりは10mm以上かつ鉄筋径以上確保

　　　適切な防錆処理を施すこと。

断面修復材

プライマー塗布

剥離・鉄筋露出部

断面欠損部

下地処理

及び防錆処理

既設鉄筋下地処理

はつり

カッター切断

(t=10mm)

x
t

1
0
mm

以
上

防食下地

※　施工手順

上塗

中塗

鋼

材

素地調整

下塗×2回

シーリング材

ポリマーセメントモルタルの性能例

施工方法

硬化性

左官

普通

吹付け 充てん

軽量性

単位容積質量（ｋｇ/1）

フロー

硬化時間（ｈ）

材齢 3ｈ

材齢 1ｄ

材齢 7ｄ

材齢 28ｄ

圧縮強度

（Ｎ/ｍｍ２）

標準

温冷繰返し

付着強度

（Ｎ/ｍｍ２）

弾性係数（ｋＮ/ｍｍ２）

引張強度（Ｎ/ｍｍ２）

収縮率（×１０－６）

熱膨張率（×１０－６/℃）

普通

1.8～2.2

軽量

120～160

3～8

5～25

20～40

25～60

1.8～3.4

16～21

8～17

1.3～1.6

110～150

3～10

3～25

5～30

10～35

1.8～2.6

12～15

9～13

速硬 普通 普通

－ －

1.8～2.1

120～160

0.5～2

10～30

20～40

25～40

2.0～2.8

13～21

10～15

1.5～2.2

140～250

3～8

5～15

20～40

30～60

2.0～3.5

14～21

9～17

－

2.1～2.2

～300

4～15

5～10

15～40

25～50

2.0～2.3

17～21

－3～15

3～6

200～1000

－

「表面保護工法　設計施工指針（案）：土木学会」

素地調整：1種(循環式ブラスト工法)

防食下地：有機ジンクリッチペイント(600g/m2)

下塗：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(240g/m2)

下塗：弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(240g/m2)

中塗：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗(170g/m2)

上塗：弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗(140g/m2)

ひびわれ

土木補修用充填材

令和  7 年  5 月

20

1
0
m
m

15mm

10



工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

正 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

1 - 1 2 - 2

末武横断歩道橋　仮設参考図（その１）

図示

末武横断歩道橋補修工事

縮 尺

備 考 当 初 設 計

下 松 市

末武横断歩道橋　仮設参考図（その１）

上部工断面図 S=1:30 単管足場断面図 S=1:30

/ 23

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。

3
3
4
5

1 1
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図面表示

単管足場

吊足場　Type A3

補修の種類

凡    例

クリーンルーム



工事名 末武横断歩道橋補修設計業務委託

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

正 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

1 - 1 2 - 2

側 面 図 S=1:100

A1側階段

A2側階段

通路部照明 階段部照明

末武横断歩道橋　仮設参考図（その２）

図示

当 初 設 計

下 松 市

備 考

縮 尺

末武横断歩道橋　仮設参考図（その２）

階段部断面図 S=1:30

照明足場側面図 S=1:100
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※(　)内寸法はA2橋台側照明の寸法を示す。

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の確認ののち施工箇所を決定すること。
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図面表示

橋脚足場(単管足場)

補修の種類

凡    例

階段足場(単管足場)

照明足場(単管足場)



桜の木

末武横断歩道橋補修工事工事名

図面名

作成年月日

図面番号

事業者名

末武横断歩道橋　施工計画参考図

S=1:100

S=1:100

備 考

縮 尺

当 初 設 計

下 松 市

末武横断歩道橋　施工計画参考図

＜公園に施工ヤード設置：幅員減少＞
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トイレ

シーソー

滑り台

ブランコ

砂場

注記）

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、図面照合等の

  確認ののち施工箇所を決定すること。

2.施工計画は現地の状況によって変更すること。

3.公園内での足場設置について、影響のある桜の木は
　枝打ち程度とすること。

上香力公園

昇降設備

水
路

クリーンルーム

ブラスト機械(4tトラック3台)

歩行者用通路

歩行者用通路
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